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◆新技術定着試験事業

シャコガイ種苗生産指導

水産業改良普及センター 大城 信弘

１．背景・目的

羽地漁協所属、新崎吾一氏の要請によ

り、大宜味村塩屋漁港内で、シャコガイ

の種苗生産指導を行った。

シャコガイ養殖は、経営的に成り立つ

目処は今の処はついてない。しかし、共

生藻を持ち、特には餌料を必要としない

事から、その利点を生かした、養殖の可

能性を探りたいとの事で取り組まれた。

２．材料および方法

陸上水槽で継続飼育及び海中ケージで

飼育中のシャコガイ親貝を陸上の容器に

収容し、生殖巣部の懸濁刺激で採卵を試

みた。

得られた卵・幼生は１ｔ透明ポリカー

、 、ボネート槽に収容し 約７０％遮光下で

微通期で飼育された。

使用水は１０μｍフィルター濾過海水

を用い、共生藻の添加と、５０μｍ目の

ネットでの換水洗浄が行われた。

３．結果

第一回採卵

７月８日に、海ブドウ水槽で飼育され

ていた、ヒメジャコ親貝１９個を、８０

㎝×６０㎝×２０㎝（高）のコンテナに

、 。濾過海水の流水下で １０時に収容した

１４時３０分迄反応が無く、１５時１

０分に止水とし、切り出した生殖巣を少

量添加した。

１０分後に１個体が産卵し、３０分後

には２個体目が産卵した。産卵個体はそ

れぞれ３０ℓ槽に収容したが、放精個体

が無く、切り出した精子で人工受精を行

った。

その後、産卵個体を１ｔ槽に移して採

卵を継続し、他の小型個体に生殖巣を懸

濁し、僅かに得られた精子を添加した。

得られた卵は、人工受精区が約２千万

粒、精子区が２百万粒であった。翌日の

孵化幼生は、人工受精区が約１千万個体

で、精子区は孵化無しであった。

その後孵化幼生各２百万個体を１ｔ２

槽に収容し、１２日、１３日、１７日の

３回、切り出したヒメジャコの共生藻が

添加された。

しかし、１９日には生残率は１％に低

下し、共生成立個体も無く、翌日には生

残無く廃棄された。

第二回採卵

８月２日に、前回使用のヒメジャコ親

貝１６個体を前回と同様にコンテナに収

容し、海中ケージよりヒレナシジャコ親

貝１１個体を海ブドウ養殖用コンクリー

ト水槽に収容した。

流水・弱通気で経過を観たが、反応が

無く、両方に切り出したヒメジャコの生

殖巣部で懸濁刺激を加えた。

その後ヒメジャコ５個体が放精し、１

個体が産卵した。産卵個体は３０ に回L
収したが、殆ど産卵は終わっており、得

られた卵は約３０万粒であった。

孵化幼生は１ｔ槽で飼育し、６日、９

日、１２日、２０日に共生藻の添加を行

った。
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幼生は、２０日には２槽に分槽し、２

２には生残率約５０％で、１５％は共生

が成立していた。２８日には、３５％程

度の生残で、ほぼ全個体が共生成立個体

であった。

１ｔ槽は珪藻の発生が著しく、９月１

、 、３日に掃除を行い 流水飼育に切り替え

１槽には、雑藻掃除用にフトコロガイを

投入した。

途中、時折水槽掃除を行い、１０月２

８日には、殻長０．５㎜～１㎜で約４３

００個体の生残で、１ｔ１槽に統合し、

ウミニナ類を追加した。その時点で、両

槽で５６００個余の死殻が回収された。

その後、１２月３日の観察では、生残

個体が観られず、飼育を終了した。

４．考察

新崎氏はシャコガイの種苗生産は初体

験である。出来れば早く成長するヒレナ

シジャコを行いたいとの事だが、今回は

卵が得られ無かった。

ヒレナシジャコは手持ちの親貝も限ら

れ、成熟しているかは不明で、本島での

。 、 、採卵の事例も無い 今後 母貝の保護と

産卵期の把握が必要とされる。

ヒメジャコについては、収容の一寸し

、 。た遅れで 得られた卵数は僅かであった

しかし、その点は親貝を増やせば対処出

来、産卵の実態は強く認識されたと思わ

れる。

幼生飼育に関しては、約１ ３が共生/
藻との共生成立に至っており、手法的に

は、ほぼ理解されたものと考えられる。

稚貝育成に関しては、最終的には生産

されず、その要因解明には今後に飼育事

例を重ねる必要がある。

元々、種苗生産手法を学ぶ為に、一時

的にウミブドウ養殖水槽を利用し、必要

最小限の在り合わせの用具を用いたもの

で、シャコガイ用に施設を整えるのは困

難な状況にある。

経済的に、シャコガイ養殖が成り立つ

段階に来れば、民間での生産も行い得る

、 、 、が 当面は シャコガイ漁業の振興には

公的機関からの廉価な種苗の供給が必要

とされる。

図１ 採卵誘発用のヒメジャコ

図２ 陸揚げされたヒレナシジャコ

図３ 幼生飼育の１ｔ槽
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図５ 採取された共生藻

図６ １㎜弱に成長した稚貝

図４ 外套膜の切り出し 図７ 珪藻の発生状況

図８ 水槽掃除用のウミニナ類


